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 か　

Remnant（レムナント）運動 (うんどう)


　　　　　　
イザ6:13　　そこにはなお、十分 (じゅうぶん)の一 (いち)が残 (のこ)るが、それもまた、焼 (や)き払 (はら)われる。テレビンの木 (き)や樫 (かし)の木 (き)が切 (き)り倒 (たお)されるときのように。しかし、その中 (なか)に切 (き)り株 (かぶ)がある。聖 (せい)なるすえこそ、その切 (き)り株 (かぶ)。

1. Remnantの意味 (いみ)を調 (しら)べてみましょう
1）根 (ね)はキリスト（神様 (かみさま)の契約 (けいやく)）です
2）切 (き)り株 (かぶ)は 福音 (ふくいん)と真 (しん)理 (り)（残 (のこ)りの者 (もの)）を意味 (いみ)します
3）新 (しん)芽 (め)は次 (じ)世 (せ)代 (だい)（残 (のこ)る者 (もの)）を意味 (いみ)します
4）木 (き)は証人 (しょうにん)（残 (のこ)れる者 (もの)）を意味 (いみ)します
5）森 (もり)は伝道運動 (でんどううんどう)（残 (のこ)す者 (もの)）を意味 (いみ)します

2. RUTC運動 (うんどう)を調 (しら)べてみましょう
1）R はRemnant（次世 (じせ)代 (だい)）を意味 (いみ)します
2）UはUnity（ワンネス）を意味 (いみ)します
3）TはTraining（ともに）を意味 (いみ)します
4）Cは Center（集中 (しゅうちゅう)）を意味 (いみ)します

3. 聖書 (せいしょ)には第 (だい)1,2,3RUTC運動 (うんどう)を実現 (じつげん)した記 (き)録 (ろく)があります
1）第 (だい)１RUTC運動 (うんどう)は集まる運動 (うんどう)でした
－申6:4～9、Ⅰサム7:1～15、Ⅱ列6:8～24、イザ62:6～12
2）第 (だい)２RUTC運動 (うんどう)は散 (ち)らされる運動 (うんどう)でした
－使17:1、18:4、19:8
3）第 (だい)３RUTC運動 (うんどう)はいやしとサミットです

































聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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テサロニケの会堂運動 (かいどううんどう)
か　

　　　　　　


使17:1～9　彼 (かれ)らはアムピポリスとアポロニヤを通 (とお)って、テサロニケへ行 (い)った。そこには、ユダヤ人 (じん)の会堂 (かいどう)があった。パウロはいつもしているように、会堂 (かいどう)に入 (はい)って行 (い)って、三 (みっ)つの安息日 (あんそくにち)にわたり、聖書 (せいしょ)に基 (もと)づいて彼 (かれ)らと論 (ろん)じた。そして、キリストは苦 (くる)しみを受 (う)け、死者 (ししゃ)の中 (なか)からよみがえらなければならないことを説明 (せつめい)し、また論証 (ろんしょう)して、「私 (わたし)があなたがたに伝 (つた)えているこのイエスこそ、キリストなのです」と言 (い)った。（1～3）

1.パウロが第 (だい)２次 (じ)伝道旅行 (でんどうりょこう)の中 (なか)でとどまったところがテサロニケです
そこはとても発展 (はってん)した地 (ち)域 (いき)でした
1）アレクサンダー王 (おう)の腹違 (はらちが)いの妹 (いもうと)の名 (な)前 (まえ)にちなんだ名 (な)の都市 (とし)です
2）ローマの属州 (ぞくしゅう)＊だったマケドニヤの都市 (とし)です
3）ユダヤ人 (じん)がたくさん住 (す)んでいたところです
2.そこで、会堂運動 (かいどううんどう)が起 (お)きました
1）三 (みっ)つの安息日 (あんそくにち)に福音 (ふくいん)をあかししました
2）イエス・キリストの当 (とう)為 (い)性 (せい)を伝 (つた)えました
3）伝道者 (でんどうしゃ)の規 (き)定 (てい)に従 (したが)って福音 (ふくいん)を伝 (つた)えました
3.テサロニケ教会 (きょうかい)の始 (はじ)まりは違 (ちが)いました
1）ギリシヤ人 (じん)と貴婦 (きふ)人 (じん)までみんなが集 (あつ)まって礼拝 (れいはい)をささげました（使17:4）
2）ヤソンがパウロを助 (たす)けました（使17:6）
3）ヤソンはパウロを助 (たす)けたという理 (り)由 (ゆう)で迫害 (はくがい)されました（使17:5～9）


















＊属州 (ぞくしゅう)：古 (こ)代 (だい)ローマの本国 (ほんごく)以 (い)外 (がい)の領土 (りょうど)のこと
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聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)





聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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か　

コリントの会堂運動 (かいどううんどう)

　　　　　　

使18:4　パウロは安息日 (あんそくにち)ごとに会堂 (かいどう)で論 (ろん)じ、ユダヤ人 (じん)とギリシヤ人 (じん)を承服 (しょうふく)させようとした。

1.伝道者 (でんどうしゃ)と出会 (であ)いの祝福 (しゅくふく)がありました
1）マルコの屋上 (おくじょう)の間 (ま)に15か国 (こく)の重職者 (じゅうしょくしゃ)が集 (あつ)まりました（使2:10）
2）パウロは時 (じ)代 (だい)を生 (い)かす伝道者 (でんどうしゃ)として神様 (かみさま)の選 (えら)びの器 (うつわ)でした（使9:10、15）
3）コリントで伝道者 (でんどうしゃ)パウロとプリスキラ、アクラ夫 (ふう)婦 (ふ)が出会 (であ)いました（使18:1～3）

2.伝道者 (でんどうしゃ)と伝道 (でんどう)弟子 (でし)がともに会堂 (かいどう)運動 (うんどう)をしました
1）安息日 (あんそくにち)ごとにパウロは会堂 (かいどう)で論 (ろん)じ、ユダヤ人 (じん)とギリシヤ人 (じん)を承服 (しょうふく)させようとしました
（使18:4）
2）プリスキラ、アクラ夫 (ふう)婦 (ふ)はアポロに正確 (せいかく)な福音 (ふくいん)を伝 (つた)えました（使18:24～28）

3.コリント教会 (きょうかい)が始 (はじ)まりました
1）伝道者 (でんどうしゃ)パウロと伝道 (でんどう)弟子 (でし)プリスキラ、アクラ夫 (ふう)婦 (ふ)の出会 (であ)いによって始 (はじ)まりました
（使18:1～4）
2）伝道 (でんどう)弟子 (でし)プリスキラ、アクラ夫 (ふう)婦 (ふ)を通 (とお)してミッションホームが立 (た)ちました（Ⅰコリ16:19）
3）伝道者 (でんどうしゃ)のための切 (せつ)なる祈 (いの)りが必要 (ひつよう)です（Ⅱコリ1:11）
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聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




　聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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 か　
ツラノの会堂運動 (かいどううんどう)



　　　　　　使19:8～10　それから、パウロは会堂 (かいどう)に入 (はい)って、三 (さん)か月 (げつ)の間 (あいだ)大胆 (だいたん)に語 (かた)り、神 (かみ)の国 (くに)について論 (ろん)じて、彼 (かれ)らを説得 (せっとく)しようと努 (つと)めた。しかし、ある者 (もの)たちが心 (こころ)をかたくなにして聞 (き)き入 (い)れず、会衆 (かいしゅう)の前 (まえ)で、この道 (みち)をののしったので、パウロは彼 (かれ)らから身 (み)を引 (ひ)き、弟子 (でし)たちをも退 (ひ)かせて、毎日 (まいにち)ツラノの講堂 (こうどう)で論 (ろん)じた。これが二 (に)年 (ねん)の間 (あいだ)続 (つづ)いたので、アジヤに住 (す)む者 (もの)はみな、ユダヤ人 (じん)もギリシヤ人 (じん)も主 (しゅ)のことばを聞 (き)いた。
1.マルコの屋上 (おくじょう)の間 (ま)の働 (はたら)きが持 (じ)続 (ぞく)されました（使1:8）
1）五旬 (ごじゅん)節 (せつ)の日 (ひ)にマルコの屋上 (おくじょう)の間 (ま)に聖霊 (せいれい)の満 (み)たしの働 (はたら)きが現 (あらわ)れました（使2:1～13）
2）アンテオケ教会 (きょうかい)を通 (とお)してパウロとバルナバが最初 (さいしょ)の宣教 (せんきょう)師 (し)として宣教 (せんきょう)旅行 (りょこう)に
出発 (しゅっぱつ)しました（使13:1～4）
3）パウロがイエス・キリストの御名 (みな)で祈 (いの)るとき、12人 (にん)に聖霊 (せいれい)の満 (み)たしの働 (はたら)きが
現 (あらわ)れました（使19:1～7）
2.会堂運動 (かいどううんどう)が起 (お)きました（使19:8）
1）パウロが会堂 (かいどう)に入 (はい)りました
2）三 (さん)か月 (げつ)の間 (あいだ)大胆 (だいたん)に語 (かた)り、論 (ろん)じて説得 (せっとく)しようと努 (つと)めました
3）神 (かみ)の国 (くに)についてのことでした
[bookmark: _GoBack]3.パウロがツラノ講堂 (こうどう)でみことば運動 (うんどう)を広 (ひろ)げました
1）ある者 (もの)たちが、心 (こころ)をかたくなにして聞 (き)き入 (い)れず、会衆 (かいしゅう)の前 (まえ)で
イエス・キリストの道 (みち)をののしりました（使19:9）
2）パウロは弟子 (でし)たちをも退 (しりぞ)かせました（使19:9）
3）そして毎日 (まいにち)、ツラノ講堂 (こうどう)で２年間 (ねんかん)みことばを集中 (しゅうちゅう)して教 (おし)えました（使19:10）
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聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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か　

 ローマ福音 (ふくいん)化 (か)運動 (うんどう)



　　　　　　使19:21　これらのことが一 (いち)段落 (だんらく)すると、パウロは御 (み)霊 (たま)の示 (しめ)しにより、マケドニヤとアカヤを通 (とお)ったあとでエルサレムに行 (い)くことにした。そして、「私 (わたし)はそこに行 (い)ってから、ローマも見 (み)なければならない」と言 (い)った。
1.王 (おう)の前 (まえ)に立 (た)ったレムナントがいます
1）神 (かみ)の霊 (れい)の宿 (やど)る者 (もの)であったヨセフはパロ王 (おう)の前 (まえ)に立 (た)ちました（創41:38）
2）モーセは血 (ち)のいけにえの契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、パロ王 (おう)の前 (まえ)で１０のわざわいを砕 (くだ)く奇 (き)跡 (せき)を
　　見 (み)せました（出5:1～12:46）
3）神様 (かみさま)の霊 (れい)がともにおられたので、ダビデが立琴 (たてごと)を弾 (ひ)くときサウル王 (おう)を苦 (くる)しめる悪霊 (あくれい)が
　　離 (はな)れました（Iサム16:23）
4) エリヤはアハブ王 (おう)とイゼベルが立 (た)てたいつわりの預 (よ)言者 (げんしゃ)たちとの霊的 (れいてき)戦 (たたか)いに
　　勝利 (しょうり)しました（I列18:1～40）
5) エリシャは２倍 (ばい)の力 (ちから)でアラム王 (おう)が送 (おく)った軍隊 (ぐんたい)を退 (しりぞ)けました（Ⅱ列6:8～24）
6) ヒゼキヤ王 (おう)は主 (しゅ)なる神様 (かみさま)に祈 (いの)り、アッシリヤ軍 (ぐん)に勝 (か)ちました（Ⅱ列19:1～35）
7) ダニエルと３人 (にん)の青年 (せいねん)、エステルは、王 (おう)の前 (まえ)に立 (た)ちました
2.王 (おう)の前 (まえ)に立 (た)ったレムナントの契約 (けいやく)がありました
1）ローマ福音 (ふくいん)化 (か)は時 (じ)代 (だい)を生 (い)かす道 (みち)でした（使19:21）
2）強大国 (きょうだいこく)ローマでもあかししなければなりません（使23:11）
3）恐 (おそ)れないでカイザルの前 (まえ)に立 (た)つべきです（使27:24）
3.世 (せ)界福音 (かいふくいん)化 (か)するレムナントは、３つを準備 (じゅんび)すべきです
1）私 (わたし)のタラントを見 (み)つけて、専門 (せんもん)家 (か)の答 (こた)えを受 (う)けるべきです
2）私 (わたし)がする勉強 (べんきょう)と仕 (し)事 (ごと)を世 (せ)界 (かい)化 (か)することです
3）しかし、もっとも重要 (じゅうよう)なことは、私 (わたし)が福音 (ふくいん)化 (か)されることです
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聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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